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滋賀医科大学社会医学講座（法医学部門）の一杉正仁教授らが実施した

共同研究の成果が、「ドライバー異常時対応システム（2022～2023 日本

自動車殿堂 カーテクノロジーオブザイヤー受賞）」の実用化につながり

ました。 

 本研究はマツダ株式会社との共同研究で、「脳卒中既往者における多様

な運転特性の解析」を目的とし、2016年から実施しています。一杉教授は

研究リーダーとして、脳卒中既往者の運転・視線データの収集、分析結果

の医学的解釈について技術支援を行いました。 

 本共同研究の実施により、ドライバーの急病が原因の事故実態への理解が進み、先進安全技

術「ドライバー異常時対応システム（DEA:Driver Emergency Assist）」の実用化につながりま

した。 

 本先進安全技術は、2022～2023の年次に発売された国産乗用車・輸入乗用車の中で最も優れ

た技術として「2022～2023 日本自動車殿堂 カーテクノロジーオブザイヤー」に選定されて

います。 

 
 

 

ドライバーが安全に運転できない状態に陥った場合ドライバーの異常を自動検知し又は

乗員や乗客が非常停止ボタンを押すことにより、車両を自動的に停止させるシステムの

こと。 

国土交通省では、産学官連携により当該システムのガイドラインが作成されるなど、技

術開発の促進が期待されています。 

 

 

 

 

 

情報提供 

本学社会医学講座（法医学部門）が実施した共同研究の成果が、 

「ドライバー異常時対応システム（2022～2023 日本自動車殿堂 

カーテクノロジーオブザイヤー受賞）」の実用化につながりました。 

※ドライバー異常時対応システムとは 

≪研究内容の詳細に関するお問い合せ先≫ 

滋賀医科大学社会医学講座（法医学部門） 

教授 一杉正仁 

TEL：077-548-2200 

e-mail：hitosugi@belle.shiga-med.ac.jp    

≪プレスリリース発信元≫ 

滋賀医科大学 総務企画課 広報係 

TEL：077-548-2012（担当：岩品） 

e-mail：hqkouhou@belle.shiga-med.ac.jp 

一杉 正仁 教授 


